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また、2 月23〜24日、3 月21〜22日、および 5 月 2 〜 3 日の 3 回にわたり、









が小艦隊を奮い立たせ始めていたのだが、 2 、 3 の船とともに湾外に出
て、反撃に出た。勇敢なマカロフがいつも動き回る地点に日本は機雷を敷







































































要な陸上戦は 4 月末日と 5 月 1 日に対立する軍隊の間で行われた。ザスー
リッチZassulitch指揮下のロシア軍は、敵の優れた銃によって圧倒され、
破れかぶれの戦いと悲惨な後退の後、鳳凰城へ撤退し、そこを 5 月 6 日に
再び放棄した。そして、 6 月 7 日に賽馬子を取り、黒木は摩天嶺の難しい
山道に来た。彼はそこを難戦の挙句 7 月 4 日に確保したが、 7 月17日にロ
シア側は犠牲を払って再奪還しようとしたが失敗した。橋頭は 7 月19日に
陥落し、楡樹林子と様子嶺は 8 月 1 日に陥落した。 8 月の終わりから、黒
木は他の 2 つの軍団と協力しつつ、遼陽に迫った。奥中尉のもとで第 2 軍











4 万4000人の兵士とともに派遣された。 6 月13日に、得利寺で勢力の伯仲
した奥将軍と、大砲と銃剣によって凄惨な戦いを繰り広げた後、ひどい損
害を受けて退却した。スタケルベルグの撤退軍は 6 月21日に熊岳城、そし
て 7 月 6 日から 9 日まで蓋平、 7 月24日から29日まで太平嶺、大石橋にお
いて、 7 月31日から 8 月 1 日まで析木城において、日本軍に対して果敢な
抵抗を示した。これらの交戦の後期段階では、奥軍団は野津将軍の率いる
第 3 軍団の協力を得た。この部隊は 5 月19日に大孤山に上陸して、 6 月 8

















































長崎港を出て帰途についた。旅順港の歴戦の日本人兵士およそ 5 、 6 万人
が大山の部隊に合流すべく北上した。しかしながら、彼らが前線に到着す
る前の 1 月 2 日から31日まで、真冬の琿河の黒溝台でグリッペンベルグ将
軍Grippenbergの第 2 軍隊と大山の部隊との間で熾烈な戦闘が行われた。
結果はどちらにとっても決定的な勝利ではなく、ロシア側は日本側のおよ








































































































沈んだ。 5 月28日、霧が晴れた。東郷と上村指揮下の主力艦隊は午前 5 時









駆逐された。 2 日間におけるロシアの損失は、 6 隻の戦艦、 1 隻の沿岸警
備艇、 5 隻の巡洋艦、 5 隻の駆逐艦、 1 隻の艤装換え巡洋艦、 4 隻の特殊
軍用艇であった。1.8万人の乗組員のうちおよそ1.2万人が船とともに沈ん
だ。日本側は水雷艇 3 隻だけをなくし、116人が戦死し、538人が負傷し、
2 隻の戦艦、 2 隻の沿岸防衛艇、 1 隻の駆逐艦を鹵獲された。逃れたロシ
ア船のうち、巡洋艦アルマースAlmaz ［3285トン］と 2 隻の駆逐艦はウラ














































































































































































































































































































































































































































































































　本訳稿はThe history of nations, Henry Cabot Lodge, Ph. D., LL. D. 
editor in chief, Japan from the Japanese government history edited 
with supplementary chapters by K. Asakawa, instructor in Japanese 
civilization, Yale University, volume Ⅶ, illustrated, The H. W. Snow and 























































































　明治39年11月 5 日訂正印刷、同月 8 日三版発行。






















































ものが❶である。❶History of the empire of Japan,  edited by Dept. of 
Education, Japan, 1893。これはブリンクリー21によって再編集され、次の
❷となった。❷Japan: Its history, arts and literature.  new edition by G. 




の歴史」シリーズに収められた。❸Japan, with supplementary chapters.
History of nations, vol. 7. rev. ed. by Henry Cabot. Lodge. J. D. Morris 
and Company, Philadelphia, 1907. and 1910. The H. W. Snow and Son 
Company, Chicago, 1910。朝河はロッジが❶を再編集した際に、第 4 部全
6 章を付加した。本訳稿『朝河の明治小史』のタイトルで翻訳した原テキ





























23　 た と え ば Vitals, Robert （2005), Imperialism and internationalism in the 
discipline of international relations, ed.by David Long, State University of New 
York Press.
24　 ❶ China and the far east: Clark University lectures/ edited by George 
H. Blakeslee, New York Thomas Y. Crowell, 1910. ❷ Japan and Japanese-
American relations:  Clark University addresses / edited by George H. 
Blakeslee, New York: C. E. Stechert, 1912. ❸Recent developments in China: 
Clark University addresses, November, 1912/ edited by George H. Blakeslee, 
New York: G. E. Stechert, 1913. ❹Latin America: Clark University addresses, 
November, 1913/ edited by George H. Blakeslee, New York: G. E. Stechert, 
1914. ❺ The problems and lessons of the war: Clark University addresses, 
December 16, 17, and 18, 1915/ edited by George H. Blakeslee; with a 
foreword by G. Stanley Hall, New York: G. P. Putnam, 1916. ❻Mexico and the 
Caribbean: Clark University addresses/ edited by George H. Blakeslee, New 
York: G. E. Stechert, 1920. ❼The recent foreign policy of the United States: 






はポーツマス会議の 4 年後、すなわち1909年 9 月13日〜19日にアメリカ東
部の名門クラーク大学が創立20周年記念のために開いたもので、米国内外
の権威者たちが招かれた。日露戦争の前夜、英文『日露紛争――その原因












New York: Abingdon Press, c1925.（米国最近の外交政策、ブレークスリー著、
浅見数男訳、国際聯盟協会、1929年10月） ❽The pacific-area: An international 
survey, by George H. Blakeslee, Boston: World Peace Foundation, 1929. ❾
Interpretations of American foreign policy/ Quincy Wright, editor, Chicago: 
University of Chicago Press, 1930. ❿ Japan in American public opinion/ 
by Eleanor Tupper and George E. McReynolds; introduction by George H. 
Blakeslee, New York: Macmillan, 1937. ⓫Essays in history and international 
relations: In honor of George Hubbard Blakeslee/ edited by Dwight E. Lee and 
George E. McReynolds, Worcester, Mass.: Clark University Publication, 1949. ⓬
A study in international cooperation: 1945 to 1952/ George H. Blakeslee 1994. 
⓭A study in international cooperation: 1945 to 1952/ George H. Blakeslee.（解
説・山極晃、1994年、現代史研究叢書）
25　China and the far east.  Clark University lectures, Edited by George H. 


























28　K. Asakawa, Some of the contributions of feudal Japan to the new Japan, 
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に関する部に最も慎重の態度も徐々に真を現わさざるべからず、真ならざ
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ることは決して永久なる能わざること、史の証するところ
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するものは（材料の乏しきてう不便あるとともに）、日本の旧思想等に掣
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肘せられざる利便あるを感じ候
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材となるを得候
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」「世の識者に訴うるにおいては、自然に（細事を論ずる
にも）、広大の着眼点より論ぜざるべからず。日本読者のみの独り合点の











































































る34。帰朝 1 年後の1918年 7 月関西へ旅立ち、19日から東大寺文書などの
調査を行った。翌19年 6 月 4 日に入来村・伊集院村を訪ね、ひとまず鹿
児島に戻った。 6 月 8 日、入来村を再度訪れ、16日、村を出た。このわず
か 9 日間に超人的スピードで『入来文書』を筆写し、それが10年後にThe 
Documents of Iriki として結実したことは、あまりにも伝説的な事実である。
朝河は滞日中世話になった三上に英文の『エブリマンス・ライブラリー』
二十五巻を贈って感謝の意を示し、 9 月13日横浜港を出て26日にシアトル
に着き、鉄道で東行し、10月 2 日ニューヘブンに着いた。これ以後、朝河
が母国の土を踏むことはなかった35。
 （2018.12.19.擱筆）
34　阿部、102頁。
35　阿部、110頁。
